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立
候
補
の
受
け
付
け
は
、
四
月
八
日

の
告
示
と
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
村

長
・
村
議
員
選
と
も
に
定
数
よ
り
一
名

多
い
届
け
出
が
あ
り
、
投
票
に
よ
る
選

挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
投
票
選
挙
は
、
二
回
の
無
投

票
選
挙
を
は
さ
ん
だ
十
一
年
ぶ
り
で
、

投
票
率
は
村
長
選
、
村
議
員
選
と
も
に

八
八
、
一
二
％
で
し
た
。
前
回
（
平
成

十
五
年
）
の
投
票
率
は
九
四
、
三
五
％

で
あ
り
、
今
回
は
幾
分
下
が
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
の
依
然
と
し
て
高
い
投
票
率

を
保
っ
て
お
り
、
住
民
の
行
政
へ
の
関

心
の
高
さ
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
四

日
間
に
受
け
付
け
ら
れ
た
期
日
前
投
票

は
九
三
二
票
で
、
投
票
所
へ
直
接
行
け

な
い
方
な
ど
全
有
権
者
の
約
四
三
％
が

事
前
に
投
票
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

開
票
事
務
は
午
後
九
時
か
ら
村
民
セ

ン
タ
ー
大
集
会
室
で
行
わ
れ
、
村
長
選

挙
の
開
票
結
果
は
午
後
十
時
に
、
村
議

会
議
員
選
挙
の
開
票
結
果
は
午
後
十
時

三
十
五
分
に
確
定
し
ま
し
た
。

　

激
戦
と
な
っ
た
村
長
選
挙
で
は
、
今

井
候
補
が
一
五
二
票
と
い
う
僅
差
で
村

雲
氏
に
競
り
勝
ち
、
初
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

村
議
会
議
員
に
は
、
当
選
回
数
が
五

回
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
が
三
名
、
二

期
目
が
二
名
の
五
名
の
現
職
議
員
に
加

え
、
二
名
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

中
で
も
、
今
回
初
当
選
し
た
今
井
美

和
議
員
は
、
本
村
議
会
が
始
ま
っ
て
以

来
、
初
の
女
性
議
員
で
す
。
女
性
の
目

線
に
立
つ
こ
と
で
気
づ
け
る
問
題
の
提

起
、
ま
た
そ
の
解
決
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

当
選
さ
れ
た
村
長
・
村
議
会
議
員
の

四
年
の
任
期
は
四
月
二
十
三
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。「
少
子
高
齢
化
」
や
「
人

口
減
少
」
等
の
諸
問
題
と
向
き
合
い
、

ど
う
対
処
し
て
い
く
か
が
昨
今
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
諸
問
題
の
解
決
も

含
め
、
美
し
く
住
み
よ
く
安
心
で
き
る

村
づ
く
り
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

当
選
証
書
付
与
式
は
、
十
四
日
午
前

十
時
か
ら
、
役
場
三
階
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
古
田
政
春
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
か
ら
、
当
選
さ
れ
た
村
長
、

村
議
会
議
員
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ

ま
し
た
。　

開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
当
選
者
は
届
出
順
）

東
白
川
村
長
選
挙
の
結
果

　

投
票
総
数　
　
　
　

一
、八
九
九
票

　
　

有
効
投
票　
　
　

一
、八
八
二
票

　
　

無
効
投
票                 

一
七
票

有
効
投
票
の
内
訳

当　

今
井
俊
郎　
　
　

一
、〇
一
七
票

　
　

村
雲
辰
善              

八
六
五
票

東
白
川
村
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

　

投
票
総
数　
　
　
　

一
、八
九
九
票

　
　

有
効
投
票　
　
　

一
、八
八
三
票

　
　

無
効
投
票　
　
　

        

一
六
票

有
効
投
票
の
内
訳

当　

今
井
美
道　

二
三
四
．
二
七
〇
票

当　

今
井
美
和　

二
七
二
．
三
一
四
票

当　

安
江
祐
策　

二
二
九　
　
　
　

票

当　

樋
口
春
市　

二
三
七　
　
　
　

票

当　

服
田
順
次　

二
四
一　
　
　
　

票

当　

桂
川
一
喜　

三
一
〇　
　
　
　

票

当　

今
井
保
都　

一
九
三
．
二
二
三
票

　
　

今
井
照
夫　

一
六
六
．
一
九
一
票

※
有
効
投
票
の
う
ち
、
小
数
点
以
下
は

「
今
井
」
の
按
分
票
で
す
。

　　

四
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
議

会
に
て
、
議
長
は
服
田
順
次
議
員
、
副

議
長
は
樋
口
春
市
議
員
に
決
定
し
ま
し

た
。

変
化
の
年 

村
長
に
は
今
井
氏

十
一
年
ぶ
り
の
投
票
選
挙
は

熱
の
こ
も
っ
た
戦
い
に

村
長
・
村
議
会
議
員
決
定

女
性
議
員
は
史
上
初

当選証書を受け取る今井美和議員

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
東
白
川
村
長
並
び
に
村
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
四
月
八
日

に
告
示
さ
れ
、
十
三
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
村
長
候
補
者
が
二
名
、

議
会
議
員
候
補
者
が
八
名
と
い
ず
れ
も
定
員
を
上
回
っ
て
お
り
、
村
民
の
審
判
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
は
即
日
開
票
さ
れ
、
新
し
い
村
長
と
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
で
選

ば
れ
た
村
民
の
代
表
を
中
心
に
、
村
一
丸
と
な
っ
た
よ
り
良
い
東
白
川
づ
く
り
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

住
民
参
加
型
の
村
づ
く
り
へ
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　4期 15 年の経験を生かし、

今一度初心に戻り、夢が持て

る東白川村のために、新村長

ともども、新体制となった東

白川村の村政の一役を担って

いきたいと思います。

　村の課題は山積しており、

しっかり向き合って克服する

必要があります。住民の暮ら

しに目配りし、安心して生活

出来る施策が、着実に実行さ

れる様、要望してまいります。

　2期目においては、村政を

健やかに保つのはもちろんの

こと、議会の持つ本当の役割

を広く理解していただき、今

まで以上に信頼出来る村政に

していきたいと思っています。

　

四
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
村
長
選
挙

に
お
い
て
当
選
の
栄
に
浴
し
、
四
月

二
十
三
日
よ
り
第
一
四
代
の
東
白
川
村

長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

歴
代
の
村
長
が
営
々
と
築
い
て
こ
ら

れ
た
東
白
川
村
を
護
り
発
展
さ
せ
、
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
ま
い
る
の
が
私

に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
責
任
で
あ
る
と

思
い
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
努
力
い
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
村
政
の
目
標
は
豊
か
な
自
然
と

こ
の
村
に
住
む
人
々
を
宝
と
し
て
活
か

し
、
護
り
、
も
っ
と
元
気
の
あ
る
村
に

し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
村

を
取
り
巻
く
状
況
は
、
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
そ
の
対
策
が
待
っ
た
な
し

で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
急
激
に
進
む

少
子
高
齢
化
対
策
、
高
齢
者
福
祉
の
充

実
、
農
林
商
工
業
の
担
い
手
の
育
成
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
整

備
、
集
落
機
能
の
維
持
等
々
多
岐
に
亘

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
、
私
は
選
挙
期
間
中
に
お
会
い
し
た

多
く
の
皆
様
か
ら
お
聞
き
し
た
こ
と
を

確
実
に
村
政
に
反
映
さ
せ
、
私
の
基
本

姿
勢
と
し
て
ま
い
り
ま
す
対
話
と
協
働

の
精
神
で
村
政
を
運
営
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

お
年
寄
り
の
グ
ル
ー
プ
、
働
き
盛
り

の
若
い
人
た
ち
、
子
育
て
中
の
方
々
、

集
落
単
位
で
の
話
し
合
い
な
ど
に
ど
ん

ど
ん
お
呼
び
下
さ
い
。
村
長
が
現
場
を

知
り
、
実
態
を
把
握
し
、
皆
様
の
ご
意

見
を
聞
き
、
共
に
考
え
、
そ
し
て
実
行

す
る
、「
住
民
が
主
役
」
の
村
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
東
白
川
村
は

小
さ
な
村
で
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
い
か

ら
こ
そ
迅
速
に
、
確
実
に
住
民
参
加
型

の
村
政
が
推
進
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

小
さ
く
と
も
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が

夢
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
政
運
営
は
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協

力
な
し
で
は
な
し
得
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
新
し
く
な
っ
た
村
議
会
と
も
活

発
な
議
論
を
展
開
し
、
全
力
を
挙
げ
て

村
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

し
て
就
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　初心を忘れることなく、村

民の皆様の声をしっかり聴い

て少しでも安心、安全に暮ら

していただける村づくりが出

来る様、精一杯働かせていた

だきます。 ７人の村議会議員が決まる

新
村
長
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

　子育て世代の声、高齢者の

方々の声、村民の皆様の声を

一つ一つ丁寧に村政に伝え、

改善策を提案し、東白川村が

より住みよい村になるように

尽力していきたいです。

　今本村は、多くの課題が山

積し、一つ一つ解決して行か

なければなりません。豊かで

活力ある東白川を将来に残す

ため、皆さんの声を届け反映

できますよう頑張ります。

　「守るべき物は守る。変え

るべき物は変える。」

　夢と希望のある村作りを実

現するために、将来を考える

世代の声を届けて参りますの

で、宜しくお願いします。
今井 美道（45）
無所属新・神付

今井 美和（43）
無所属新・神付

東白川村長

今井 俊郎（63）

無所属新・陰地

安江 祐策（60）
無所属現・大明神

桂川 一喜（51）
無所属現・陰地

今井 保都（68）
無所属現・大沢

服田 順次（66）
無所属現・平

樋口 春市（60）
無所属現・中谷

新たな推進役
より良い村づくり

対
話
と
協
働

村
民
目
線
で
の
仕
事
の
徹
底
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四
月
八
日
に
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、

行
政
関
係
者
や
近
隣
住
民
な
ど
約
六
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

三
年
前
に
開
か
れ
た
こ
の
施
設
は
、

長
瀞
地
区
の
空
き
家
を
利
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
事
業
の
拡
大
に
と
も
な
い
、

同
地
区
の
空
き
工
場
へ
と
移
転
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
開
設
当
初
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
チ
ェ
ッ

ク
や
シ
ー
ル
張
り
に
加
え
、
機
械
部
品

の
組
み
立
て
等
の
作
業
や
自
社
商
品
も

製
作
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
下
呂
市
の
福
祉
事
業

者
が
運
営
し
て
お
り
、
障
が
い
者
の
働

く
場
の
提
供
や
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
支
援
し
、
十
七
人
の
利
用
者
が
い
ま

す
。
管
理
責
任
者
は
「
こ
こ
で
の
自
立

訓
練
を
経
て
、
一
般
雇
用
に
つ
な
げ
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

むらの話題

信
頼
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し

作
業
所「
え
が
お
」移
転
開
所
式

　

「
き
れ
い
な
水
を
作
り
、
生
き
物
を

育
む
森
の
働
き
や
、
良
質
な
木
材
を
作

り
私
達
の
生
活
を
支
え
る
」
そ
の
森
林

の
管
理
方
法
な
ど
を
学
ぶ
東
白
川
村
緑

化
少
年
団
の
入
団
式
が
四
月
十
五
日
、

親
田
の
新
巣
村
有
林
で
行
わ
れ
、
中
学

一
年
生
二
十
八
人
が
新
た
に
入
団
し
ま

し
た
。
緑
化
少
年
団
は
中
学
生
全
員
が

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
は
全

て
一
年
生
が
行
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
講
師
の
役
場
職
員
か
ら

森
の
役
割
と
ヒ
ノ
キ
や
杉
を
植
え
て
き

た
森
の
管
理
方
法
か
ら
、
試
験
的
に
ナ

ラ
な
ど
の
広
葉
樹
を
植
え
る
森
林
管
理

方
法
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
ナ
ラ
の
苗

六
百
本
を
植
え
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
の
成
果
は
、
ふ
る
さ
と
学

習
発
表
会
で
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

小
学
校
恒
例
行
事
の
全
校
登
山
が
四

月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
、
児
童
、
保
護

者
や
一
般
参
加
者
な
ど
合
わ
せ
て
約

二
百
人
が
参
加
し
、
新し
ん

巣す

山さ
ん

（
九
七
三

メ
ー
ト
ル
）
に
登
り
ま
し
た
。

　

全
校
登
山
は
、
村
に
あ
る
代
表
的
な

六
つ
の
山
を
六
年
か
け
て
登
る
も
の

で
、
自
然
の
中
で
体
を
鍛
え
る
こ
と
や

助
け
合
い
、
集
団
行
動
の
大
切
さ
を
感

じ
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
六
十
一
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
山
後
の
解
散
式
で
は
、
六
年
生
全

員
の
二
十
四
人
に
、
全
校
登
山
の
記
念

と
し
て
、
校
長
先
生
か
ら
一
人
一
人
に

手
作
り
の
メ
ダ
ル
が
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
来
年
は
五
加
に
あ
る
無む

反そ
れ

山や
ま

に
登

り
ま
す
。

　

二
期
八
年
に
わ
た
り
務
め
た
、
安
江

眞
一
前
村
長
の
退
任
式
が
四
月
二
十
二

日
、村
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
江
前
村
長
は
、
村
議
員
を
経
て
平

成
十
八
年
に
初
当
選
し
、「
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
東
白
川
」
を
目
指
し
て
、
財

政
の
立
て
直
し
、
村
営
住
宅
の
整
備
や

小
学
校
の
改
修
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

式
の
中
で
、
安
江
前
村
長
は
「
任
期

中
、
大
禍
な
く
過
ご
せ
、
さ
わ
や
か
な

気
分
で
す
。」
と
述
べ
、「
東
白
川
が
ず

っ
と
美
し
い
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
良

い
知
恵
と
、
素
早
い
行
動
で
村
民
の
た

め
に
働
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。」
と
後
を
託
し
、
職
員
ら
の
拍

手
に
送
ら
れ
て
、
笑
顔
で
庁
舎
を
後
に

し
ま
し
た
。

団旗を受け取る安江晋太朗さん

自
然
豊
か
な
村
を
保
つ
た
め

緑
化
少
年
団
入
団
式

つ
ら
か
っ
た
が
来
年
も
頑
張
れ
る

六
年
生
は
最
後
の
登
山
に
達
成
感登頂の証、頂上にケルン石を置く

八
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た

余興として楽器演奏や手品が披露された

職
員 

労
を
ね
ぎ
ら
う役場前を拍手で送られる
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明るい話題をご提供下さい

　

恒
例
行
事
の
第
二
十
六
回
つ
ち
の
こ

フ
ェ
ス
タ
が
、
五
月
三
日
に
中
川
原
水

辺
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
つ
ち
の
こ
捕
獲
賞
金
は
百
二

十
五
万
円
で
、
つ
ち
の
こ
捜
索
に
は
神

奈
川
や
東
京
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
約

五
百
人
が
捜
索
に
向
か
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
網
や
棒
を
持
つ
な
ど

作
戦
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
も

見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
夢
は
来
年

に
持
ち
越
し
で
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
「
つ
っ
ち
ー
と
の
こ

り
ん
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
」が
発
表
さ
れ
、

作
詞
・
作
曲
を
担
当
し
た
井
戸
孝
憲
さ

ん
（
関
市
）
が
壇
上
で
歌
い
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

餅
投
げ
な
ど
が
あ
り
、
過
去
最
大
の
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
約
二
千
人
が
来
場

「
見
つ
け
ら
れ
ず
悔
し
い
。」当たり付きの餅投げ

　

加
茂
農
林
高
等
学
校
林
業
工
学
科
卒

業
生
の
安
江
賢
人
さ
ん
（
陰
地
）
が
、

皇
居
に
あ
る
紅
葉
山
御
養
蚕
所
で
、
蚕

の
飼
育
を
す
る
養
蚕
助
手
に
選
ば
れ
、

四
月
十
五
日
、
安
江
前
村
長
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
安
江
さ
ん
は
名
古
屋
市
に
本

社
の
あ
る
食
品
会
社
に
勤
め
て
お
り
、

養
蚕
助
手
は
四
月
十
六
日
か
ら
七
十
二

日
間
、
皇
居
内
の
御
養
蚕
所
で
皇
后
陛

下
の
蚕
飼
育
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

　

養
蚕
助
手
に
は
全
国
の
農
業
高
校
男

子
卒
業
生
の
う
ち
、
四
人
し
か
選
ば
れ

な
い
中
、
加
茂
農
林
高
等
学
校
か
ら

二
十
二
年
連
続
で
参
加
し
、
本
村
で
は

三
人
目
と
な
っ
た
安
江
さ
ん
は
「
大
変

名
誉
な
事
で
す
。
母
校
、
村
、
そ
し
て

会
社
の
代
表
と
し
て
一
生
懸
命
取
り
組

み
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

四
月
十
六
日
、
村
と
森
づ
く
り
で
提

携
し
て
い
る
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱
の
社
員
な
ど
五
十
六
人
が
、

親
田
の
新
巣
村
有
林
で
植
林
を
行
い
ま

し
た
。

　

社
員
研
修
の
一
環
で
も
あ
る
今
回
の

植
林
に
は
、「
水
と
共
に
生
き
る
」
を

掲
げ
る
企
業
側
は
水
源
の
か
ん
養
と
森

林
管
理
を
知
る
こ
と
、
村
側
は
防
災
や

針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
在
す
る
新
し
い

森
林
管
理
を
試
験
的
に
行
う
意
味
を
持

ち
ま
す
。

　

普
段
は
営
業
や
工
場
勤
務
で
、
一
度

も
山
仕
事
を
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
参

加
者
に
ナ
ラ
の
苗
七
百
本
が
準
備
さ

れ
、
慣
れ
な
い
唐
ぐ
わ
の
扱
い
や
、
掘

っ
た
穴
か
ら
出
て
く
る
石
に
手
間
取
り

な
が
ら
も
、
二
時
間
ほ
ど
で
作
業
を
終

え
ま
し
た
。

村
民
課　

主
事
補

　
　

平
出
身　
　
　
　

安
江　

郁い
く

哉や

　
　

私
は
こ
の
東
白
川
村

で
生
ま
れ
育
ち
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
度
は
職
員
と
し
て
村

に
恩
返
し
を
し
ま
す
。

前村長と対談する賢人さん（右）

母
校
・
村
・
会
社
の
代
表
と
し
て

皇
居
内
紅
葉
山
御
養
蚕
所
助
手

企
業
と
提
携
し
て
の
森
づ
く
り

社
員
研
修
で
ナ
ラ
の
木
を
植
林班ごとに協力して作業を進めます

○
役
場
新
採
用
職
員
か
ら
の
挨
拶

教
育
委
員
会　

教
育
主
幹

　

美
濃
加
茂
市
出
身　

山
田　

秀ひ
で

孝た
か

　

今
度
は
学
校
教
育

関
係
で
お
世
話
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
精
一
杯
が
ん

ば
り
ま
す
。

み
つ
ば
保
育
園　

保
育
士

　
　

日
向
出
身　
　
　

安
江　

真ま

央お

　

子
ど
も
た
ち
の
気
持

ち
に
共
感
し
て
、
保
育

園
が
楽
し
い
と
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
保
育

を
し
た
い
で
す
。

総
務
課　

主
事

　

中
津
川
市
出
身　
　

林　

純
ま
こ
と

　

多
く
の
東
白
川
の
人

に
覚
え
て
も
ら
え
る
よ

う
東
白
川
を
駆
け
回

り
、
分
か
り
や
す
い
広

報
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
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【
東
白
川
村
】

■
ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金

金
十
万
円
…

大
西
佳
紀（
京
都
府
福
知
山
市
）

金
一
万
円
…
匿
名

■
教
育
委
員
会
指
定

雑
巾
三
十
枚
…

　
　
　
　
　

安
江
慶
子（
曲
坂
）

■
医
療
・
保
健
福
祉
部
門

金
五
万
円
…

　
　
　

長
谷
川
正
利（
大
明
神
）

■
保
育
園
指
定

金
五
万
円
…
安
江
弘
武（
柏
本
）

大
型
掃
除
機
一
台
…

　
　

平
成
二
十
五
年
度
卒
園
児

　
　

・
保
護
者
一
同

■
小
学
校
指
定

金
十
万
年
…
安
江
弘
武（
柏
本
）

■
中
学
校
指
定

金
十
万
円
…
安
江
弘
武（
柏
本
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

金
十
万
円
…
桂
川
明
義（
日
向
）

金
十
万
円
…
安
江
健
策（
日
向
）

金
十
万
円
…
安
江
弘
武（
柏
本
）

金
五
万
円
…

　
　
　

長
谷
川
正
利（
大
明
神
）

金
九
千
二
百
九
円
…

平
地
域
交
流
会
ひ
ま
わ
り
の
会

バ
ス
タ
オ
ル
…
山
路
弘
子（
平
）

石
け
ん
…
桂
川
和
子
（
日
向
）

タ
オ
ル
、
雑
巾
…

　
　
　
　
　
　

下
野
す
み
れ
会

清
拭
布
…
曲
坂
わ
か
ば
会

清
拭
布
…
匿
名 

古
切
手
…
カ
ネ
ヒ
サ
建
築

古
切
手
…
匿
名

御
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
敬
称
略

平
成
二
十
六
年
度
、
二
十
七
年

度
の
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て

一
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　

保
険
料
は
、「
均
等
割
額
」
と

　

「
所
得
割
額
」
の
合
計
と
な

　

り
、
保
険
料
率
は
二
年
ご
と

　

に
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

(

※
表
１
）

二
、
一
人
当
た
り
の
保
険
料

　

・
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
は

　
　

軽
減
措
置
が
あ
り
、
軽
減

　
　

後
の
保
険
料
を
比
較
す
る

　
　

と
〇
．
八
％
の
増
加
が
見

　
　

込
ま
れ
ま
す
。(

表
２
）

三
、
均
等
割
保
険
料
の
二
割
軽

　

減
お
よ
び
五
割
軽
減
の
対
象

　

者
を
拡
大
し
ま
す
。

　

・
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の

　
　

観
点
か
ら
、
二
割
軽
減
で

　
　

は
所
得
基
準
額
を
引
き
上

　
　

げ
、
五
割
軽
減
で
は
二
人

　
　

世
帯
以
上
か
ら
単
身
世
帯

　
　

も
対
象
と
し
ま
す
。

四
、
平
成
二
十
六
年
度
の
後
期

　

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平

　

成
二
十
六
年
七
月
中
旬
に
通

　

知
し
ま
す
。

雇
用
関
係
助
成
金
の

拡
充
お
よ
び
要
件
等
を
見
直
し

ま
し
た

（
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
施
行
）

労
働
移
動
支
援
助
成
金

・
助
成
額
の
引
き
上
げ

・
大
企
業
も
対
象

・
受
け
入
れ
人
材
育
成
奨
励
金

　

の
創
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

・
助
成
額
、
助
成
上
限
人
数
の

　

引
き
上
げ

キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金

・
育
児
休
業
中
の
者
、
海
外
で

　

実
施
す
る
訓
練
、
事
業
主
団

　

体
等
が
実
施
す
る
訓
練
の
追

　

加
・
大
企
業
も
一
部
対
象

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金

・
職
業
紹
介
事
業
者
か
ら
の
紹

　

介
も
対
象

・
従
来
の
対
象
（
ニ
ー
ト
、
フ

　

リ
ー
タ
ー
）
に
加
え
、
学
卒

　

未
就
職
者
、
育
児
等
で
キ
ャ

　

リ
ア
に
空
白
期
間
が
あ
る
人

　

も
追
加

■
お
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
労
働
局
助
成
金
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
８
‐
２
６
３
‐
５
６
５
０

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

消
費
税
率
が
変
わ
り
ま
す　

　

地
方
消
費
税
率
に
つ
い
て
、

　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か

ら
八
％
、
平
成
二
十
七
年
十
月

一
日
か
ら
十
％
と
二
段
階
で
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

引
き
上
げ
分
の
税
収
入
に
つ

い
て
は
、
年
金
、
医
療
お
よ
び

介
護
の
社
会
保
障
給
付
、
少
子

化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策

（
社
会
保
障
四
経
費
）
や
、
そ

の
他
社
会
保
障
施
策
に
要
す
る

経
費
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
自
治
税
務
局
都
道
府
県

税
課
（
担
当
：
関
税
第
一
係
）

℡
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
６
６
５

消
費
税
法
改
正
に
関
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

1 26 27

26 27 24 25

41,840 40,670 1,170

7.99% 7.83% 0.16

2

26 27 24 25

57,135円 56,672円 436 0.8%

集
落
合
併
の
お
知
ら
せ　

　

今
年
四
月
一
日
よ
り
、
神
土

区
内
の
上
親
田
と
下
親
田
が
集

落
合
併
し
、
新
た
に
「
親
田
」

と
な
り
ま
し
た
。。

お
し
ら
せ
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・
医
療
事
務
講
習

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

材
費
は
本
人
負
担
で
す
。

　

申
込
機
関
は
、県
振
興
局（
事

務
所
）
福
祉
課
へ
、
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

応
募
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に

よ
り
受
講
者
（
面
接
者
）
を
決

め
ま
す
。
受
講
者
に
は
、自
立
・

就
業
を
支
援
す
る
「
ひ
と
り
親

自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事

業
」
に
ご
協
力
を
し
た
だ
き
ま

す
。

　

ど
の
地
区
で
も
受
け
付
け
で

き
ま
す
が
、予
約
が
必
要
で
す
。

岐
阜
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

七
月
十
日
か
ら
二
五
日
（
月
〜

土
）
の
十
時
〜
十
七
時
ま
で
で

す
。

・
助
成
金
は
口
座
振
替
と
な
り

　

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
７
８
‐
２
１
０
０

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の
経

営
者
の
皆
様
へ

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が

破
た
ん
し
て
も
一
定
の
生
活
費

等
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー

ル
が
で
き
ま
し
た
。

経
営
者
の
個
人
保
障
に
つ
い

て
、

①
法
人
と
個
人
の
資
産
経
理
が

明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合

に
お
い
て
個
人
保
障
が
不
要
に

な
る
こ
と

②
多
額
の
多
額
の
個
人
保
証
を

行
っ
て
い
て
も
、
経
営
が
行
き

詰
る
前
に
、
早
め
に
事
業
再
生

や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
、
一

定
の
生
活
費
等
が
残
る
こ
と
を

定
め
た
「
経
営
者
保
障
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、
中
小

企
業
庁
・
金
融
庁
指
導
の
も
と

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
融
機
関
と
相
談
し
た
い
方

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
中
部
本
部

℡
０
５
２
‐
２
２
０
‐
０
５
１
６

飼
い
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
を

は
助
成
し
ま
す

[

助
成
の
対
象]

・
東
白
川
村
に
住
所
登
録
が
あ

　

り
、
か
つ
居
住
し
、
本
村
に

　

て
猫
を
飼
育
し
て
い
る
人
。

・
村
税
の
滞
納
の
な
い
人
。

[

助
成
金
額]

・
一
匹
に
つ
き
、
雌
雄
と
も
五

　

千
円

[

助
成
金
申
請
方
法]

・
申
請
書
類
等
は
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

・
申
請
は
「
助
成
金
交
付
申
請

　

書
」「
助
成
金
交
付
請
求
書
」

　

に
記
入
し
押
印
の
う
え
、
手

　

術
費
の
領
収
書
を
添
え
て
保

　

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出

　

く
だ
さ
い
。

[

助
成
金
の
支
払
い]

・
申
請
書
類
を
受
付
、
審
査
し

　

た
後
、
交
付
決
定
通
知
書
を

　

送
付
し
ま
す
。

近
隣
の
休
日
診
療
情
報

東白川森林組合報告
第 689 回共販会（4/22）

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /0 8,900 円
14cm 以上
平均単価 /222,800 円
　高値 /118,000 円

すぎ 平均単価 /010,900 円
　　高値 /21,600 円

赤まつ
平均単価 /007,100 円
　高値 /023,000 円

総取扱量 768 ㎥
総販売高 1,320 万 9千円

6月

労
働
保
険
年
度
変
更
の

　

手
続
き
は
お
早
め
に

　

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
申

告
・
納
付
期
間
は
、
六
月
一
日

か
ら
七
月
十
日
ま
で
で
す
。

　

岐
阜
労
働
局
、
各
労
働
基
準

監
督
署
で
は
、
六
月
二
日
か
ら

申
告
書
の
受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
期
限
直
前
は
、
窓
口
が

大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
は
パ
ソ
コ
ン

か
ら
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子

政
府
の
総
合
窓
口「
イ
ー
ガ
ブ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

℡
０
５
８
‐
２
４
５
‐
８
１
１
５

母
子
家
庭
を
対
象
に
、
就
業
支

援
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

受
講
種
目

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修

下呂市立休日診療所加茂医師会 午前９時～午後５時

1 53 - 4567

8 25 - 2181

15 25 - 3500

22
26 - 2200

29 54 - 3121



広
報
ひ
が
し
し
ら
か
わ 

5
月
号

H26
・
5
・
15

　

 

役
場
仕
事
を
始
め

て
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
仕
事
内
容
に

は
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
思
っ
た
よ
う
な
良
い
記
事
は
書
け
ま
せ

ん
。
少
し
ず
つ
で
す
が
読
む
人
を
惹
き
つ

け
る
よ
う
な
、
読
み
や
す
い
記
事
を
書
け

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
取
材
の
た
め
、
村
内
各
地
の
イ
ベ

ン
ト
や
教
室
に
参
加
し
ま
す
が
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
、「
テ
レ
ビ
で
見
た
よ
。」「
出

身
は
ど
こ
。」
と
声
を
か
け
て
頂
い
て
い

ま
す
。
私
に
は
全
員
が
知
ら
な
い
人
で
す

か
ら
、
そ
の
優
し
さ
、
温
か
さ
に
は
大
変

救
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
多
く
の
人
と
お
話
し
、
東
白

川
を
知
り
、
村
民
に
な
り
き
り
た
い
で

す
。見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｍ
） 世帯数 … 867世帯

人　口 … 2,541人
(男1,226人　女1,315人)

転　入 …… 7人
転　出 …… 8人
出　生 …… 1人
死　亡 …… 3人

先月との比較3人減
昨年との比較66人減

4月末住民登録人口から

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
松
亜あ

優ゆ　

（
亮
太
・
え
り
／
柏
本
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

大
坪
定
子　
　
　

八
十
七
歳
（
親
田
）

村
雲
當
正　
　
　

六
十
六
歳
（
神
付
）

五
十
川
美
智
子　

九
十
歳　

（
久
須
見
）

No.38

※
敬
称
略

ひ
とこ
と

　盆
栽
の
紅
梅
咲
き
て
美
し
く

香
り
立
つ
風
に
蝶
も
寄
り
く
る

早
瀬
久
子

洪
水
で
転
が
り
洗
わ
れ
鎮
座
す
る

い
や
に
眩
し
き
白
川
の
石

安
江
嘉
子

出
産
の
幼
児
倍
増
記
事
に
見
つ

蟄ち
っ
き
ょ居
暮
ら
し
の
世
相
が
憎
し
い

安
江
守
平

居
付
く
か
と
思
い
し
蛇
が
脱
皮
し
て

何
処
か
え
去
り
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る

安
江
一
子

袖
に
降
る
レ
イ
ン
コ
ー
ト
雨
粒
を

「
き
れ
い
」
と
見
つ
め
冷
た
さ
忘
る

安
江
と
く
よ


